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日頃より、市政にご理解ご協力をいただいておりますことに厚くお礼申し上げます。 

 本市では、乳幼児から学齢期にかけて、子どもたちの健やかな成長を支援し、子育てしやすいまちづ

くりに努めています。 

 このたび、子ども・子育て環境のさらなる充実を目指すため「第３期館林市子ども・子育て支援事業

計画」（２０２５年度～２０２９年度）を策定することとなりましたので、ニーズ調査を実施いたします。  

本調査は、住民基本台帳の中から小学１年生から３年生までのお子さんを無作為に抽出し、送らせて

いただいております。ご回答いただく内容は、今後の子育て支援施策を進めていくための基礎資料に利

用させていただくもので、市民の皆様の現在の利用状況や今後の利用希望、子育てに関するご意見等を

おうかがいする大変重要な調査です。 

回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他にもれたり、他の目的に利用されたりすることは一

切ありません。 

質問数が多くご負担をおかけいたしますが、ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

令和６年２月                                                 館林市長 多田善洋    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 市町村 子ども・ 
子育て会議 

調査等によって把握された 

利用希望等を考慮して、 

今後の計画を策定 

第３期 市町村子ども・子育て支援事業計画  

（５か年計画） 

 

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について  

・「量の見込み（利用状況＋利用希望）」  

・「確保方策（確保の内容＋実施時期）」などを記載  

保育園、幼稚園、 

認定こども園 

小規模保育、 
家庭的保育 等 

回答時間は約１５分で、別紙からオンライン回答もできるぽん！ 

あなたの声が、今後の館林市の子育て支援施策を変えるぽん！ 

調査票を送付  

アンケート調査等により、子

育て家庭の子育て支援の利

用状況や利用希望等を把握  

回答 

放課後児童クラブ、
地域子育て支援拠点
事業、一時預かり、病
児・病後児保育 等 

計画に基づ

いて整備 

子育て支援に関するアンケート調査にご協力ください 
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【ご記入にあたってのお願い】 

１．ご記入は、封筒の宛名のお子さんの保護者の方にお願いします。氏名は記入しないでください。 

２．ご回答いただいた内容は、個人が特定できないように、すべて統計的に処理いたします。 

３．何らかの事情により、ご本人（お子さんの保護者の方）が記入できない場合には、ご本人の意思を 

反映してご家族の方などが記入してください。 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なります。注意書きに従ってご記入ください。 

  また、「その他」に〇をつけていただいた場合には、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

５．時間を数字でご記入いただく場合は、24時間制（例：18時）でご記入ください。 

６．ご記入いただいたアンケート用紙は、お手数ですが、令和６年２月２９日（木）までに 

同封の返信用封筒に入れて、アンケートをいただいた学校にご提出ください。また、郵送で届いた 

方は郵便ポストに投函してください。切手の貼付や差出人の記入は必要ありません。 

７．記入にあたって不明な点がございましたら、子育て支援課までお問い合わせください。 

８．アンケート（あんけーと）の日本語（にほんご）が難（むずか）しいときは、日本語（にほんご） 

がわかる人（ひと）に教（おし）えてもらうか、市役所（しやくしょ）子育て支援課（こそだてし 

えんか）（１階 12番窓口（１かい 12ばんまどぐち））へ書類（しょるい）を持（も）って来（き） 

てください。 

 

８．Ankēto no ｎihongo ga muzukashī toki wa , ｎihongo ga wakaru hito ni oshietemorau 

ka , shiyakusho kosodateshienka(1 kai 12 baｍmadoguchi)) ni shorui o mottekite 

kudasai. 

      

８．If you find it difficult to understand the Japanese in the questionnaire, ask  

someone who understands Japanese to teach you, or contact the city hall for  

childcare support. Please bring your documents to the Department (Counter  

12 on the 1st floor). 

 

調査に関するご質問、ご意見は・・・ 

 館林市保健福祉部 こども局 子育て支援課  

電話：０２７６－４７－５１３５ 

E-mail：kosodate@city.tatebayashi.gunma.jp   までお問い合わせください。 

 
館林市の子育て支援情報を 

まとめた冊子がこちらから 

見られるぽん！ 
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問１ 宛名のお子さんが通っている小学校は次のうちどちらですか。（１つに〇） 

１．第一小学校  ２．第二小学校  ３．第三小学校  ４．第四小学校  ５．第五小学校  

６．第六小学校  ７．第七小学校   ８．第八小学校  ９．第九小学校  10．第十小学校  

11．美園小学校  12．特別支援学校 13．その他（学校名               ） 

 

 

 
問２ 宛名のお子さんの現在の学年を記入してください。 

１．小学１年生         ２．小学２年生       ３．小学３年生 

 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは（宛名のお子さんを含め）何人いらっしゃいますか。 

２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。（数字を記入） 

  きょうだい数［   ］人   ／  西暦［     ］年［   ］月生まれ 

 

問４ お子さん（兄弟姉妹含む）の中に、発達に関して心配な点があるお子さんはいらっしゃいますか。（１つに〇） 

１．いる               ２．いない 

 

問４で「１．いる」に〇をつけた方のみ 

問４－１ 問４で回答したお子さんについて、医師の診断等を受けていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．医師の診断を受け、手帳（※）が交付されている 

２．医師の診断を受けたが、手帳は交付されなかった 

３．医師の診断は受けていない 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳等 

 

問５ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つに〇） 

１．母親                 ２．父親            ３．その他（               ） 

 

問６ 調査票にご回答いただいている方の配偶（婚姻）関係についてお答えください。（１つに〇） 

１．配偶者（夫・妻）がいる   ２．配偶者はいない 

 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

お子さんからみた関係でお答えください。（１つに〇） 

１．父母ともに           ２．主に母親         ３．主に父親 

４．主に祖父母          ５．その他（           ） 

 

 

 

お住まいの地域について 

封筒の宛名のお子さんとご家族のことについて 
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問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。 

お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１．父母ともに   ２．母親             ３．父親 

４．祖父母            ５．小学校            ６．放課後児童クラブ 

７．その他（          ） 

 
 

問９ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、影響すると思われる環境をお答えください。 

     （あてはまるものすべてに〇） 

１．家庭           ２．地域            ３．小学校 

４．放課後児童クラブ     ５．放課後子ども教室      ６．その他（         ） 

 

問１０ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる                  ⇒ 問１０－１ へ 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる         ⇒ 問１０－１ へ 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる              ⇒ 問１０－２ へ 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる     ⇒ 問１０－２ へ 

５．いずれもいない                             ⇒ 問１１ へ 

 

問１０で「１」、「２」（祖父母等の親族にみてもらえる）に〇をつけた方のみ 

問１０－１ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものをすべてに〇） 

１．身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．身体的負担があり、心配である 

３．時間的制約や精神的な負担があり、心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、不安がある 

６．その他（                                   ） 

 

問１０で「３」、「４」（友人・知人がいる）に〇をつけた方のみ 

問１０－２ 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものをすべてに〇） 

１．身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．身体的負担があり、心配である 

３．時間的制約や精神的な負担があり、心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、不安がある 

６．その他（                                     ） 

 

 

子どもの育ちをめぐる環境について 
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問１１ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。（１つに〇） 

１．いる／ある  ⇒ 問１１－１ へ      ２．いない／ない  ⇒ 問１２ へ  

 

問１１で「１．いる／ある」に〇をつけた方のみ 

問１１－１ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．祖父母等の親族 ２．友人・知人 ３．近所の人 

４．子育て支援施設（児童館等）・ＮＰＯ ５．保健センター 

６．保健所 ７．放課後児童クラブ ８．放課後子ども教室 

９．民生委員・児童委員 10．かかりつけの医師 11．自治体の子育て関連担当窓口 

12．母子保健推進員 13．その他（                      ） 

 
問１２ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあればよい 

とお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

 

 

 
 
問１３ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（１）母親、（２）父親、 

それぞれご回答ください。 

（１）母親（１つに〇）【父子家庭の場合は記入不要】 

１．フルタイム※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない       ⇒ （１）－１ へ 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である        ⇒ （１）－１ へ 

３．パート・アルバイト等※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない  ⇒ （１）－１、２ へ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である   ⇒ （１）－１、２ へ 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない                

  ⇒離職した主な理由は、出産・育児ですか。   ア．はい  イ．いいえ  ⇒ （１）－３ へ 

６．これまで就労したことがない                       ⇒ （１）－３ へ 

※フルタイム：週５日・１日８時間程度 ／ パート・アルバイト等：フルタイム以外 

 

（１）で「１」～「４」（就労している）に〇をつけた方のみ 

（１）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や 

就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中 

の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字を記入） 

１週あたり［    ］日    ／    １日あたり［    ］時間 

 
（１）で「３」、「４」（パート・アルバイト等で就労している）に〇をつけた方のみ 

（１）－２ フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに〇） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

宛名のお子さんの保護者の就労状況について 
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（１）で「５」、「６」（就労していない）に〇をつけた方のみ 

（１）－３ 就労したいという希望はありますか。（１つに〇、数字を記入） 

１． 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２． １年より先、一番下の子どもが［   ］歳になったころに就労したい 

３． すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態  ア フルタイム 

             イ パートタイム、アルバイト等 

             （１週あたり［    ］日  １日あたり［    ］時間） 

 

（２）父親（１つに〇）【母子家庭の場合は記入不要】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない         ⇒ （２）－１ へ 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である         ⇒ （２）－１ へ 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない    ⇒ （２）－１、２ へ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である    ⇒ （２）－１、２ へ 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない               

  ⇒離職した主な理由は、育児ですか。 ア．はい  イ．いいえ     ⇒ （２）－３ へ 

６．これまで就労したことがない                     ⇒ （２）－３ へ 

 

（２）で「１」～「４」（就労している）に〇をつけた方のみ 

（２）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や

就労時間が一定でない場合、最も多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。（数字を記入） 

１週あたり［    ］日    ／     １日あたり［    ］時間 

 
（２）で「３」、「４」（パート・アルバイト等で就労している）に〇をつけた方のみ 

（２）－２ フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに〇） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等で就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）で「５」、「６」（就労していない）に〇をつけた方のみ 

（２）－３ 就労したいという希望はありますか。（１つに〇、数字を記入） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが ［   ］歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 ア フルタイム 

          イ パートタイム、アルバイト等 

         （１週あたり［   ］日  １日あたり［   ］時間） 
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問１４ お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）の放課後の過ごし方として、放課後は現在どのような場所 

で過ごしていますか。（あてはまるものすべてに〇、数字を記入）「放課後子ども教室」、「放課後児童クラブ」 

の場合は、時間も［  ］内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）18時のように 24時間制でご記入くだ 

さい。また、合わせて週５日になるように日数を記入してください。 

■現在の過ごし方 

１．自宅 週 [    ] 日くらい     
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 [    ] 日くらい     
 

３．習い事・塾・スポーツクラブ 週 [    ] 日くらい     
 

４．児童館※１ 週 [    ] 日くらい     
 

５．放課後子ども教室※２ 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

６．放課後児童クラブ（学童保育）※３ 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

７．ファミリー・サポート・センター※４ 週 [    ] 日くらい     
 

８．放課後等デイサービス※５ 週 [    ] 日くらい     
 

９．学校内 週 [    ] 日くらい 

10．公民館 週 [    ] 日くらい     
 

11．図書館 週 [    ] 日くらい     
 

12．公園 週 [    ] 日くらい     
 

13．その他（          ） 週 [    ] 日くらい     
 

※１ 児童館で行う放課後児童クラブを利用している場合は「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に〇 

※２ 放課後子ども教室…地域の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組で 

す。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

※３ 放課後児童クラブ…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。 

事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

※４ ファミリー・サポート・センター…「子育てのサポートを行いたい方（まかせて会員）」と「子育てのサポートを受けたい方（おねがい 

会員）」が会員として登録し、地域の中で子育てを支え合う会員組織です。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

※５ 放課後等デイサービス・・・心身に障害または発達の遅れがある児童を対象に、学校終了後または休業日に、生活能力の向上に 

必要な訓練、社会との交流の促進などを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方（平日の小学校終了後）について 
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問１５ お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）の放課後の過ごし方として、放課後はどのような場所で過ご 

させたいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇、数字を記入）「放課後子ども教室」、「放課後児童クラ 

ブ」の場合には、希望する時間も［  ］内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）18時のように 24時間 

制でご記入ください。また、合わせて週５日になるように希望日数を記入してください。 

■希望の過ごし方 

１．自宅 週 [    ] 日くらい     
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 [    ] 日くらい     
 

３．習い事・塾・スポーツクラブ 週 [    ] 日くらい     
 

４．児童館 週 [    ] 日くらい     
 

５．放課後子ども教室 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

６．放課後児童クラブ（学童保育） 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

７．ファミリー・サポート・センター 週 [    ] 日くらい     
 

８．放課後等デイサービス 週 [    ] 日くらい     
 

９．学校内 週 [    ] 日くらい 

10．公民館 週 [    ] 日くらい     
 

11．図書館 週 [    ] 日くらい     
 

12．公園 週 [    ] 日くらい     
 

13．その他（          ） 週 [    ] 日くらい     
 

 

問１６ 小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせ 

たいと思いますか。（あてはまるものすべてに〇、数字を記入）「放課後子ども教室」、「放課後児童クラブ」 

の場合には、希望する時間も［  ］内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）18時のように 24時間制で 

ご記入ください。また、合わせて週５日になるように希望日数を記入してください。 

１．自宅 週 [    ] 日くらい     
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 [    ] 日くらい     
 

３．習い事・塾・スポーツクラブ 週 [    ] 日くらい     
 

４．児童館 週 [    ] 日くらい     
 

５．放課後子ども教室 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

６．放課後児童クラブ（学童保育） 週 [    ] 日くらい 下校時から [    ] 時まで 
 

７．ファミリー・サポート・センター 週 [    ] 日くらい     
 

８．放課後等デイサービス 週 [    ] 日くらい     
 

９．学校内 週 [    ] 日くらい 

10．公民館 週 [    ] 日くらい     
 

11．図書館 週 [    ] 日くらい     
 

12．公園 週 [    ] 日くらい     
 

13．その他（          ） 週 [    ] 日くらい     
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問１７ 宛名のお子さんは現在、放課後児童クラブを利用していますか。（１つに〇） 

１．利用している ⇒ 問１７－１～５ へ     ２．利用していない ⇒ 問１７－３、６ へ 

 

問１７で「１．利用している」に〇をつけた方のみ 

  問１７－１ 何年生まで放課後児童クラブを利用したいですか。（数字を記入） 

 ［    ］年生 

 

問１７で「１．利用している」に〇をつけた方のみ 

  問１７－２ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。（それぞれ１つに〇、数字を記入） 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       ［   ］時から［   ］時まで 

３．利用する必要はない 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       ［   ］時から［   ］時まで 

３．利用する必要はない 

 

問１７－３ 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラ 

ブの利用希望はありますか。なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 

（それぞれ１つに〇、数字を記入） 

（１）夏休み 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       ［   ］時から［   ］時まで 

３．利用する必要はない 

（２）冬休み・春休みなど 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       ［   ］時から［   ］時まで 

３．利用する必要はない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

放課後児童クラブについて 
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問１７で「１．利用している」に〇をつけた方のみ 

問１７－４ 現在通われている放課後児童クラブについ 

て、どのように思いますか（それぞれ１つに〇） 
満
足 

や
や
満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

わ
か
ら
な
い 

 １．開所日数 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 ２．開設時間 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 ３．場所・施設・設備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 ４．活動内容 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 ５．利用料 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

問１７で「１．利用している」に〇をつけた方のみ 

  問１７－５ 現在、お子さんが通っている放課後児童クラブに関してどのような要望をお持ちでしょうか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．平日の預かり時間の延長 

３．夏休みなどの長期休業中の預かり時間の延長 

５．設備機器の充実 

７．活動内容の充実 

９．受け入れ児童数の拡大 

11．安全対策の充実 

13．障がいのある子どもの受け入れ体制の充実 

15．特に要望はない 

２．土曜日の預かり時間の延長 

４．施設の増改築 

６．指導員など職員体制の充実 

８．おやつなどの充実 

10．保護者への情報伝達や意見要望への対応 

12．衛生対策の充実 

14．利用料金の軽減 

16．その他（               ） 

 

 問１７で「２．利用していない」に〇をつけた方のみ 

  問１７－６ 利用されていない主な理由は何でしょうか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．保護者や祖父母等が昼間いるので必要ない 

３．近くにないから 

５．開所時間が短いから 

７．施設が古く狭いから 

９．放課後は習い事をしているから 

11．他の施設に預けているから 

13．その他（ 

２．知らなかった 

４．空きがないから 

６．利用料がかかるから 

８．放課後子ども教室を利用しているから 

10．放課後の短時間なら子どもだけで大丈夫だから 

12．特に理由はない 

                    ） 

 

 

 

問１８ 放課後子ども教室があったら利用しますか。（１つに〇） 

１．利用する        ２．利用しない 

 

 

 

 

 

放課後子ども教室について 

※放課後子ども教室…地域の協力を得て、放課後 

や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文 

化芸術活動などを体験する取組です。保護者の 

就労の有無にかかわらず、すべての小学生が利 

用できます。 

す。 
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問１９ 放課後子ども教室に期待することはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．地域の人との交流        ２．遊びや体験の場   

３．学習の場            ４．放課後の安全・安心な活動場所 

５．子ども同士の交流        ６．その他（              ） 

 

 

 

問２０ この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。（１つに〇） 

１．あった ⇒ 問２０－１ へ       ２．なかった ⇒ 問２１ へ 

 

問２０で「１．あった」に〇をつけた方のみ 

問２０－１ 宛名のお子さんが病気やケガで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法をお答えくださ 

い。（あてはまるものすべてに〇、数字を記入、半日程度の対応の場合は１日でカウント）  

※「ファミリー・サポート・センター」には、「病児・緊急対応強化事業」による利用も含まれます。 

 

問２０－１で「１．母親が休んだ」、「２．父親が休んだ」に〇をつけた方のみ 

問２０－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。なお、病児・ 

       病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要 

       となります。（１つに〇、数字を記入） 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい  ⇒［   ］日  ⇒ 問２０－３ へ 

２．利用したいとは思わない                     ⇒ 問２０－４ へ 

 

問２０－２で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に〇をつけた方のみ 

問２０－３ 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等） 

３．その他（                                      ） 

 

 

 

 

１年間の対処方法 日数 

１．母親が休んだ 年間［   ］日 
⇒ 問２０－２ へ 

２．父親が休んだ 年間［   ］日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもを見てもらった 年間［   ］日 

４．父母のうち就労していない方が子どもをみた 年間［   ］日 

５．病児・病後児の保育を利用した 年間［   ］日 

６．ベビーシッターを利用した 年間［   ］日 

７．ファミリー・サポート・センター※を利用した 年間［   ］日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年間［   ］日 

９．その他（                   ） 年間［   ］日 

宛名のお子さんの病気の際の対応について 
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問２０－２で「２．利用したいと思わない」に〇をつけた方のみ 

問２０－４ そう思われる理由をお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性がよくない（立地や利用可能時間日数など） 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない  

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                      ） 

 

 

 

問２１ あなたは、子育てが楽しいですか。（１つに〇） 

１．とても楽しい                ２．つらいこともあるが楽しいことの方が多い 

３．楽しいこともあるがつらいことの方が多い   ４．とてもつらい 

 

問２２ 子育てに関して悩んでいること、知りたいこと、または気になることはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．子どもの健康について          ２．子どもの発達について 

３．子どもの障がいについて         ４．しつけ・成長等について   

５．医療機関について            ６ 子どもとの接し方について   

７．食事や栄養について           ８．生活習慣について 

９．子育てに関する相談相手について     10．親自身の悩みなどの相談相手について 

11．子育て仲間について           12．子育てサークルについて 

13．教育について              14．一時預かりなどの保育サービスについて 

15．幼稚園について             16．保育園について 

17．認定こども園について          18．放課後児童クラブ（学童保育）について 

19．放課後子ども教室について        20．小学校について 

21．保育園や幼稚園などの費用について    22．子育てに関する助成制度について 

23. 公園や遊び場について          24．子育てに関するイベントについて 

25．親子で交流できる場について       26．その他（               ） 

27．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援施策全般について 

あと少しだぽん！ 
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問２３ あなたは、子育てや暮らしに関する情報はどこから手に入れますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．自分の親             ２．配偶者           ３．兄弟姉妹や親せき     

４．身近な人（友人や同僚、地域の人）                 ５．学校 

６．市役所等の窓口           ７．子育て支援サークル     ８．市の広報紙・ホームページ 

９．市の公式ＬＩＮＥ（※）        10．館林市予防接種＆子育てナビ   

11．ぽんちゃんの子育て応援ガイド おおきくな～れ！ 

12．インターネットの相談サイトや子育て関連のSNS（LINE、ツイッターなど） 

13．その他（                             ） 

※ R5.10.2より市公式ＬＩＮＥを開設しました。さまざまな市政情報の受け取りや、各種予約・申請がスマートフォ 

ンから行えるようになっています。ぜひ友だち追加をお願いします。 

二次元コードはこちら ⇒ 

 

 

 

問２４ あなたは、地域で子育てを支えるために、どんなことが重要だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．悩みについて気軽に相談できる 

２．親同士で話ができる仲間づくりができる 

３．情報を提供してもらえる 

４．学習をする場がある 

５．家事を支援してもらえる 

６．不意の外出や親の帰りが遅くなった時などに子どもを預かってもらえる 

７．子ども同士が一緒に遊べる 

８．子どもにスポーツや勉強を教えてもらえる 

９．地域の伝統文化を子どもに伝えてもらえる 

10. 子どもに自分の職業体験や人生経験を伝えてもらえる 

11. 小中学校の校外学習や行事をサポートしてもらえる 

12. 子どもの防犯のための声かけや登下校の見守りがある 

13. 地域の行事やお祭りなどがある 

14. その他（                                        ） 

15. 地域で子育てを支えること自体、重要だと思わない 

16. わからない 

 

問２５ あなたは、子育ての経験をいかして、子育ての手助け（支援）のボランティア活動をしてみたいと思いますか。 

（１つに〇） 

１．したいと思う       ２．したいと思わない        ３．わからない 
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問２６ あなたは、子育てについてどのような協力をしたいですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．自分や友人等の子ども等の面倒をみたい 

２．子育て支援に関する地域の活動に積極的に参加したい  

３．家族や地域からの要望や機会があれば協力していきたい  

４．協力したくない  

５．わからない  

６．その他（                                ）  

 

問２７ 館林市における子育て環境について、どのように思いますか。（そ 

れぞれ１つに〇） 満
足 

や
や
満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

わ
か
ら
な
い 

１．子育て情報の発信（市のホームページの内容や問合せへの対応） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

２．子育て仲間の交流支援（育児サークル等の活動周知や支援） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

３．児童館、公民館等の居場所づくり（子ども同士が交流する機会と場所の提供） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

４．幼稚園・保育園・認定こども園の施設（快適な教育環境） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

５．就学前の教育（幼稚園・保育園・認定こども園の取組み） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

６．特別保育（延長保育、病児・病後児保育、保護者のニーズへの対応） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

７．放課後児童対策（児童を安心して預けることができる子育て環境） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

８．子どもの心とからだの相談体制（子どもの健康や発達に関する相談など） ５ ４ ３ ２ １ ０ 

９．館林市の子育て支援や環境の総合的な満足度 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

問２８ 子育て支援環境充実のためには、どのような支援策が必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい 

２．親子で楽しめるイベントを開催してほしい 

３．子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい 

４．子育てに困ったときに相談したり情報を得たりできる場を作ってほしい 

５．保育園、幼稚園、認定こども園などの施設サービスを充実してほしい 

６．放課後児童クラブを充実してほしい 

７．放課後子ども教室を充実してほしい 

８．保育園、幼稚園、認定こども園、学校などにかかる出費負担を軽減してほしい 

９．誰でも気軽に利用できる民間等による保育サービスがほしい 

10. 安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

11. 多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面も配慮がほしい 

12. 残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

13. 子育てについて学べる機会を作ってほしい 

14. その他（                                        ） 
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問２９ 不登校やひきこもりをはじめ、軽度の発達、身体、知的障害などの事情を抱える子どもを受け入れ、学びの

場を提供するフリースクール等（※）があることを知っていますか。（１つに〇） 

１．利用している   ２．知っている   ３．聞いたことはあるがよく知らない   ４．知らない  

※ フリースクール等…それぞれの独自性を持ちながら、子どもの社会的自立を支援する民間の団体で

す。教科の学習、体験活動、自宅で過ごしている子どもたちへの支援などを行っています。 

 

問２９－１ フリースクール等について、現在週何日くらい利用していますか。または、今後、週何日くらい利用し

たいと考えていますか。（１つに〇、数字を記入） 

１．現在、週［   ］日利用している      ２．今後、週［   ］日くらい利用したい 

３．利用する予定はない 

 
問３０ 子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。書ききれない場合は、別 

紙にご記入いただき、調査票と同封していただきますよう、お願いします。 

 

 

数多くの質問にご回答いただき、誠にありがとうございました。 

 お手数ですが、令和６年２月２９日(木)までに同封の返信用封筒に入れて、市内の小学校 

に就学されている方は学校にご提出ください。また、市外の小学校等に就学されている方は郵

便ポストに投函してください。切手の貼付や差出人の記入は必要ありません。 

 

 


